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まちの話題

　
６
月
11
日
、
第
９
回
鹿
児
島
県
中
学
生

空
手
道
大
会
が
鹿
児
島
市
で
行
わ
れ
、
共

通
男
子
団
体
組
手
で
徳
之
島
か
ら
東
天
城

中
学
校
空
手
道
同
好
会
が
全
国
大
会
へ
の

切
符
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
同
校
は
、
共
通
男
子
団
体
組
手
で
決
勝

戦
ま
で
勝
ち
上
が
り
、
激
戦
の
結
果
、
準

優
勝
と
な
り
全
国
大
会
へ
の
出
場
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　
全
国
大
会
は
８
月
19
日
～
21
日
、
群
馬

県
で
行
わ
れ
ま
す
。
出
場
予
定
選
手
は
次

の
と
お
り
で
す
。
ご
声
援
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
嶺
山
雄
亮
（
３
年
主
将
）
、
山
本
伊
織

（
３
年
）
、
嶺
山
晋
太
郎
（
３
年
）
、
尚

大
晟
（
２
年
）
、
治
野
孔
明
（
２
年
）

　
７
月
２
日
、
Ａ
コ
ー
プ
・
ダ
イ
マ
ル
各

店
舗
入
り
口
前
で
、
薬
物
乱
用
防
止
普
及

運
動
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ

れ
、
徳
之
島
高
校
の
生
徒
と
関
係
者
ら
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
本
運
動
は
、
全
国
各
地
の
街
頭
で
不
正

薬
物
等
に
手
を
出
さ
な
い
よ
う
に
呼
び
か

け
、
青
少
年
が
中
心
と
な
っ
て
薬
物
乱
用

防
止
啓
発
活
動
を
行
う
こ
と
で
、
薬
物
乱

用
の
な
い
社
会
を
築
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
横
断
幕
や
の
ぼ
り
で
の
啓
発
の
ほ
か
、

生
徒
ら
が
、
啓
発
用
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
・

テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
絆
創
膏
を
配
布
、
ま
た
国

連
支
援
の
募
金
活
動
を
し
、
薬
物
乱
用
防

止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
６
月
30
日
、
徳
之
島
で
は
初
め
て
の
光

フ
ァ
イ
バ
ー
を
活
用
し
た
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
シ

ス
テ
ム
に
よ
る
国
際
交
流
授
業
が
、
井
之

川
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
、
同
校
と
交
流
を
し
た
の
は
、
タ

イ
の
チ
ュ
ラ
ー
ロ
ン
コ
ー
ン
大
学
文
学
部

日
本
語
学
科
の
学
生
45
名
。

　
初
め
に
お
互
い
の
学
校
や
国
の
こ
と
説

明
し
、
そ
の
後
質
疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。

　
質
疑
応
答
で
は
中
学
生
か
ら
、
「
好
き

な
言
葉
は
何
で
す
か
」
な
ど
、
タ
イ
の
学

生
か
ら
は
「
闘
牛
は
好
き
で
す
か
」
な
ど

の
質
問
が
あ
り
、
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を
使

っ
て
答
え
、
タ
イ
の
学
生
た
ち
も
流
暢
な

日
本
語
で
応
対
し
て
い
て
、
楽
し
い
交
流

授
業
と
な
り
ま
し
た
。

　
７
月
３
日
、
夏
の
太
陽
が
照
り
つ
け
る

中
、
第
24
回
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
Ｉ
Ｎ
徳
之

島
が
、
島
内
全
域
を
舞
台
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
も
ス
イ
ム
２
㎞
・
バ
イ
ク
75
㎞
・

ラ
ン
21
㎞
の
計
98
㎞
で
、
朝
８
時
に
与
名

間
ビ
ー
チ
を
ス
タ
ー
ト
し
、
鉄
人
達
の
戦

い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
総
合
優
勝
は
、
福
岡
県
の
武
友
寛
さ
ん
、

女
性
で
の
優
勝
は
去
年
に
引
き
続
き
、
沖

縄
県
の
田
中
敬
子
さ
ん
、
リ
レ
ー
の
部
で

の
優
勝
は
与
論
の
「
突
撃
与
論
献
奉
隊
」
、

今
年
か
ら
新
設
さ
れ
た
駅
伝
で
は
、
徳
之

島
町
の
「
山
Ｓ
Ｕ
Ｎ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
が
優

勝
と
な
り
ま
し
た
。

交流をする井之川中学校の生徒

住民の声援を受けながら力走する選手

東天城中学校空手道同好会の皆さん

活動を行う徳之島高校の生徒（Ａコープ前）

全

国

大

会

へ

！

ダ
メ
、
ゼ
ッ
タ
イ
。

タ
イ
の
大
学
生
と
国
際
交
流

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
Ｉ
Ｎ
徳
之
島

全

国

大

会

へ

！

ダ
メ
、
ゼ
ッ
タ
イ
。

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
Ｉ
Ｎ
徳
之
島

タ
イ
の
大
学
生
と
国
際
交
流
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まちの話題

　
徳
之
島
町
地
区
漁
業
集
落
の
構
成
員
と

地
元
ダ
イ
バ
ー
ら
13
人
が
６
月
５
日
、
同

町
山
の
海
岸
で
オ
ニ
ヒ
ト
デ
の
駆
除
作
業

を
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
作
業
は
「
離
島
漁
業
再
生
支
援
事

業
」
の
一
環
と
し
て
平
成
18
年
か
ら
行
っ

て
お
り
、
今
回
で
17
回
目
と
な
り
ま
し

た
。
当
日
は
17
匹
の
オ
ニ
ヒ
ト
デ
を
捕
獲

し
、
砂
浜
に
埋
設
処
分
し
ま
し
た
。

　
同
集
落
の
平
瀬
福
満
代
表
は
、
「
多
い

時
に
は
一
度
で
70
匹
以
上
の
オ
ニ
ヒ
ト
デ

を
駆
除
し
た
が
、
続
け
て
来
た
こ
と
で
数

が
減
っ
て
い
る
。
シ
コ
ロ
サ
ン
ゴ
や
ウ
ス

コ
モ
ン
サ
ン
ゴ
が
再
生
し
て
お
り
、
今
後

も
作
業
を
継
続
し
て
サ
ン
ゴ
礁
の
再
生
に

生
か
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。 

　
６
月
14
日
、
役
場
第
３
会
議
室
に
て

「
小
さ
な
親
切
実
行
章
」
の
伝
達
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
14
個
人
、
６
団
体
に
実
行
章
が

高
岡
町
長
よ
り
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
受
章

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

（
個
人
）
　
喜
多
川
初
代
、
佐
藤
勝
夫
、

佐
藤
穂
美
子
、
西
田
義
秋
、
西
田
照
代
、

盛
美
津
子
、
高
城
和
代
、
中
村
睦
子
、
重

田
美
里
、
治
野
麻
菜
美
、
祷
清
美
、
政
原

み
な
み
、
大
保
静
子
、
田
畑
美
佳

（
団
体
）
　
泰
良
カ
ー
サ
ー
ビ
ス
、
ラ
ー

メ
ン
来
来
、
竹
山
産
業
開
発
㈱
徳
之
島
Ｓ

Ｓ
、
西
田
歯
科
医
院
、
手
々
集
落
、
遊
学

リ
ゾ
ー
ト
き
む
き
ゅ
ら

　
６
月
５
日
に
県
立
鴨
池
陸
上
競
技
場
で

行
わ
れ
た
、
「
第
27
回
鹿
児
島
マ
ス
タ
ー

ズ
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
」
で
徳
之
島
町

か
ら
、
３
選
手
が
出
場
し
、
３
位
以
内
入

賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
木
原
良
治
さ
ん
（
亀
徳
）
は
、
55
歳
以

上
60
歳
未
満
の
60
ｍ
・
１
０
０
ｍ
で
２
冠

を
果
た
し
、
佐
武
義
郎
さ
ん
（
金
見
）

は
、
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
60
ｍ
で
２

位
、
赤
崎
冨
千
郎
さ
ん
（
母
間
）
70
歳
以

上
75
歳
未
満
の
60
ｍ
と
１
０
０
ｍ
で
３
位

に
入
賞
し
ま
し
た
。

　
６
月
17
日
に
教
育
委
員
会
へ
報
告
を

し
、
こ
れ
か
ら
も
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

入
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
７
月
１
日
、
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
の
出
発
式
が
、
役
場
町
長
室
で
行
わ

れ
、
式
の
後
、
亀
津
か
ら
手
々
ま
で
啓
発

運
動
を
行
い
ま
し
た
。
　

　
今
年
で
61
回
目
を
迎
え
る
「
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
」
と
は
、
す
べ
て
の
国
民

が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を
犯
し

た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す

る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　
式
で
は
、
運
動
に
寄
せ
ら
れ
た
法
務
大

臣
と
県
知
事
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
代
読

さ
れ
ま
し
た
。
ど
う
し
て
犯
罪
が
起
き
る

の
か
、
安
全
な
暮
ら
し
を
実
現
す
る
た
め

に
自
分
に
は
何
が
出
来
る
の
か
、
こ
の
機

会
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

捕獲されたオニヒトデ

受章された皆さん

入賞した赤崎さん（左）と木原さん（右）

手々まで啓発活動を行いました

サ
ン
ゴ
礁
を
守
ろ
う

小
さ
な
親
切
実
行
章
　
伝
達
式

生

涯

現

役

！

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

サ
ン
ゴ
礁
を
守
ろ
う

小
さ
な
親
切
実
行
章
　
伝
達
式

生

涯

現

役

！

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
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　１学期も終わりですが，暑い中でも子どもたちは学士村塾をがんばっ

ていました。花徳教室の塾長は，遠矢貴子先生です。この日は，本当に

暑い中，算数で分からないところを教え合ったり，教科書の問題に取り

組んだりしてがんばっていました。長い時間座って学習する習慣が身に

付いてきているようでした。

　夏休み期間中は，向学塾も開設されます。向学塾に申し込まれた子ど

もたちは，最後まで一生懸命がんばってください。

　平成２３年６月１９日（日）～６月２５日（土）までの1週間は，ハンセン病問題を正しく知る週間でし

た。ハンセン病問題に対する正しい理解の促進を図るため，各学校でもハンセン病についての学習をしてお

ります。その取組の一つで，ハンセン病啓発講演会を，徳之島保健所の協力で徳之島町立亀津中学校で実施

しました。全国ハンセン病遺族，家族会（れんげ草の会）会長である赤塚 興一さんに，「命の絆」という

演題で，中学生にハンセン病の問題や，差別についてお話をしていただきました。生徒たちも真剣に話を聞

き，ハンセン病問題について考えることができました。

　山小学校は児童数３３名、創立１１５年の歴史ある学校です。校庭にはシン

ボルツリーのせんだんの巨木があります。（愛称は子守木（こもぎ）ちゃん）

学校のキャッチフレーズは、ＳＵＮ（太陽）のような明るい笑顔、山（やま）

のような高い目標、サン（サンキュー）と感謝の心という三つの「サン」を合

言葉に、将来を担う児童の育成を目指しています。

１　「島人ぬ宝」

　"２１世紀版ヤンキチシキバンの学校"づくりとして、「島口、島唄、島踊

り、三味線の伝承」に力を入れています。山民謡保存会や地域の方々の協力指

導により、自分たちの心を支える伝承音楽にふれ、その良さや温かさにふれな

がら、郷土に対する思いやりを児童に受け継いでもらう取り組みを行っていま

す。

２　パンダ園のさとうきび栽培

　児童がバレンタインデーに、パンダの好物のさとうきびを、上野動物園に送

ろうと考えたのがきっかけで始まったさとうきび栽培。それが２３年も続く伝

統行事となりました。例年、約２００㎏前後のさとうきびを収穫し贈っていま

す。この活動を通じて、動物愛護の精神、郷土の特産物についての理解や、収

穫の喜び、大変さや、郷土を愛し誇りに思う気持ちを培っています。

がんばっています学士村塾（花徳教室）

教育委員会だより

ハンセン病問題を正しく知る週間の取組

花徳教室の子どもたちは一生懸命！

＜お知らせ＞

就学義務猶予免除者等の中学校卒業程度認定試験についてのお問い合わせは，

徳之島町教育委員会学校教育課　川野浩明(　82-1308)までお願いいたします。

『特色ある開かれた学校づくり』を目指して

徳之島町立山小学校
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
生
涯
学
習

通
信
講
座
の
受
講
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
ま
ず
は
、
無
料
の
案
内

書
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

○
募
集
内
容
　
生
涯
学
習
通
信
講

座
（
趣
味
か
ら
資
格
ま
で
全
２
０

０
コ
ー
ス
以
上
　
主
な
講
座
　
俳

句
・
短
歌
・
川
柳
・
書
道
・
ペ
ン

字
・
ハ
ー
ブ
・
ハ
ン
グ
ル
な
ど
）

○
募
集
期
間
　
生
涯
学
習
通
信
講

座
　
通
年
申
込
受
付

○
受
講
期
間
　
３
か
月
～
１
年

（
講
座
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

※
年
齢
は
ど
の
講
座
・
コ
ー
ス
に

つ
い
て
も
制
限
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

※
案
内
書
の
請
求
は
次
の
と
お
り

で
す
。
講
座
の
詳
細
に
つ
い
て
も

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
　
東
京
都
国
立
市
富

士
見
台
２
‐
３
６
‐
２

　
０
４
２
‐
５
７
２
‐
３
１
５
１

（
代
）

案
内
書
請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
‐
０
６
‐
８
８
８
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
４
２
‐
５
７
４
‐
１

０
０
６

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.n
.g
a
k
u
.jp
/life

　
(財)
日
本
遺
族
会
は
、
「
戦
没
者

遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事

業
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　
同
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら

補
助
を
受
け
実
施
し
て
お
り
、
先

の
大
戦
で
父
等
を
亡
く
し
た
戦
没

者
の
遺
児
を
対
象
と
し
て
、
父
等

の
戦
没
し
た
旧
戦
地
を
訪
れ
、
慰

霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同
地

区
の
住
民
と
友
好
親
善
を
は
か
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
費
用
は
参
加
費
と
し
て
10
万
円

で
す
。
日
程
等
の
詳
細
は
、
(財)
日

本
遺
族
会
０
３
‐
３
２
６
１
‐
５

５
２
１
ま
で
、
お
申
し
込
み
は
、

鹿
児
島
県
遺
族
会
へ
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
実
施
地
域
に
つ
い
て
は
、
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対

策
機
構
で
は
、
自
動
車
事
故
が
原

因
で
死
亡
さ
れ
た
方
、
ま
た
は
重

度
の
障
害
が
残
っ
た
方
の
お
子
様

に
、
育
成
資
金
の
無
利
子
貸
付
け

を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
対
象
者
　
０
歳
か
ら
中
学
卒
業

ま
で
の
お
子
様

○
申
込
者
　
そ
の
お
子
様
を
扶
養

し
て
い
る
保
護
者

○
金
額
　
は
じ
め
に
一
時
金
15
万

５
千
円
、
貸
付
期
間
中
毎
月
２
万

円
、
入
学
支
度
金
（
小
、
中
学
入

学
時
）
４
万
４
千
円

○
期
間
　
貸
付
が
決
定
し
た
月
か

（
医
療
費
の
自
己
負
担
分
）

※
亡
く
な
ら
れ
た
方
に
つ
い
て
も

受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

鹿
児
島
県
環
境
林
務
部
環
境
林
務

課　
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
５
８
４

Ｆ
ａ
ｘ
０
９
９
‐
２
８
６
‐
５
５

４
４

　
県
で
は
、
８
月
を
「
人
権
同
和

問
題
啓
発
強
調
月
間
」
と
定
め
、

こ
の
期
間
中
に
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ

ス
ポ
ッ
ト
に
よ
る
啓
発
放
送
や
新

聞
広
告
、
人
権
フ
ェ
ス
タ
２
０
１

１
の
開
催
な
ど
、
様
々
な
人
権
啓

発
活
動
を
集
中
的
に
実
施
し
ま
す
。

　
私
た
ち
の
社
会
に
は
、
同
和
問

題
を
は
じ
め
、
子
ど
も
や
高
齢
者

へ
の
虐
待
、
女
性
、
障
害
者
等
に

関
す
る
人
権
問
題
が
、
依
然
と
し

て
存
在
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
に
伴
い
、

お
知
ら
せ

　
コ
ー
ナ
ー

ら
中
学
卒
業
の
月
ま
で

○
利
子
　
無
利
子

○
返
還
　
割
賦
に
よ
る
無
理
の
な

い
、
20
年
以
内
の
均
等
払
い
で
す
。

○
返
還
猶
予
　
中
学
卒
業
後
、
高

校
、
大
学
等
に
進
学
し
た
場
合
は
、

在
学
期
間
は
返
還
を
猶
予
で
き
ま

す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

自
動
車
事
故
対
策
機
構
　
交
通
事

故
被
害
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
０
５
７
０
‐
０
０
０
７
３
８

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.n
a
sv
a
.g
o
.jp
/

○
給
付
対
象
者

　
水
俣
湾
又
は
そ
の
周
辺
海
域
の

メ
チ
ル
水
銀
で
汚
染
さ
れ
た
魚
な

ど
を
食
べ
、
手
足
の
先
の
感
覚
（
触

角
・
痛
覚
）
が
鈍
い
な
ど
一
定
の

症
状
が
あ
る
方
で
、
申
請
を
さ
れ
、

検
診
・
判
定
の
結
果
、
該
当
す
る

方
。

○
給
付
内
容
　

　
一
時
金
、
療
養
手
当
、
療
養
費

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

　
　
受
講
者
募
集
中
！

戦
没
者
遺
児
の
皆
さ
ん
へ

育
成
資
金
の

　
　
　
無
利
子
貸
付
け

水
俣
病
被
害
者
の

　
　
給
付
申
請
に
つ
い
て

８
月
は
人
権
同
和
啓
発

　
　
　
　
強
化
月
間
で
す
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原
発
事
故
の
あ
っ
た
福
島
県
か
ら

の
避
難
者
が
差
別
さ
れ
る
事
案
の

報
道
も
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
、
人
権
問
題
を
解
決

す
る
た
め
に
は
、
県
民
一
人
ひ
と

り
が
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、

偏
見
や
差
別
の
な
い
社
会
の
実
現

に
向
け
て
意
識
を
高
め
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
皆
さ
ん
も
身
近

な
こ
と
か
ら
人
権
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

県
庁
人
権
同
和
対
策
課

　
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
５
７
４

　
グ
ラ
フ
を
使
っ
た
ポ
ス
タ
ー
づ

く
り
を
通
し
て
、
調
べ
る
楽
し

さ
、
表
現
す
る
楽
し
さ
を
感
じ
て

み
ま
せ
ん
か
！

○
作
品
募
集
期
間
　
平
成
23
年
６

月
下
旬
～
平
成
23
年
９
月
７
日

（
水
）

○
作
品
提
出
先
　
鹿
児
島
県
企
画

部
統
計
課

○
応
募
資
格
　
小
学
校
１
年
生
～

一
般

　
詳
し
い
内
容
は
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
く
か
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

鹿
児
島
県
企
画
部
統
計
課

　
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
４
７
３

　
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
「
統

計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
検
索

し
て
く
だ
さ
い
。

　
土
石
流
、
地
す
べ
り
、
が
け
崩

れ
な
ど
の
土
砂
災
害
の
体
験
や
様

子
、
土
砂
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
訴

え
る
も
の
、
砂
防
施
設
を
見
学
し

た
時
に
見
た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
、

考
え
た
こ
と
な
ど
を
題
材
に
し
た

絵
画
や
作
文
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
内
容
・
大
き
さ
　
絵
画
・
版
画
、

貼
り
絵
、
ポ
ス
タ
ー
（
大
き
さ
自

由
）
作
文
（
４
０
０
字
詰
め
原
稿

用
紙
５
枚
以
内
）
※
絵
画
な
ど
は

作
品
の
裏
面
に
、
作
文
は
文
章
の

冒
頭
に
、
画
題
や
表
題
を
学
校
名
、

学
年
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い
。

○
応
募
資
格
　
小
学
生
・
中
学
生

○
応
募
期
間
　
９
月
15
日
（
木
）

ま
で

○
賞
　
最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞

２
点
（
県
の
審
査
で
優
秀
賞
を
決

定
し
、
国
へ
推
薦
し
ま
す
。
）

国
土
交
通
大
臣
賞
１
点
、
国
土
交

通
大
臣
事
務
次
官
賞
15
点
以
内

【
送
り
先
、
お
問
い
合
わ
せ
先
】

県
庁
砂
防
課
工
事
事
務
係

〒
８
９
０
‐
８
５
７
７
　
鹿
児
島

市
鴨
池
新
町
１
０
‐
１

　
０
９
９
‐
２
８
６
‐
３
６
１
４

Ｆ
ａ
ｘ
０
９
９
‐
２
８
６
‐
５
６

２
７

　町では、野良犬及び野良猫の増加を防止するため、犬や猫の不妊・去勢手術を行った方にその費用の一
部を助成いたします。
【助成対象者】
　徳之島町に居住し、住民基本台帳及び外国人登録原票に登録されている方
【助成対象動物】
　生後３カ月以上の飼い犬又は飼い猫で、獣医師が手術を行うことが適当であると認めたもの。（但し、
　犬については飼い犬登録及び、助成対象年度において狂犬病予防注射を受けている犬）
【助成金額】
　○飼い犬一頭につき雄雌とも5,000円　　○飼い猫一頭につき雄雌3,000円
　※手術費が上記の金額を下回った場合にはその額となります。
　※予算の範囲内で助成を実施しますので、予算が無くなり次第申請の受付終了となりますのでご了承く
　　ださい。
【申請に必要な書類】
　○犬及び猫の不妊・去勢手術助成費交付申請書（役場住民生活課又は花徳支所にてお渡しいたします）
　○獣医師による証明（上記の申請書に記載欄があります）
　○獣医師が発行した領収書の写し
　以上の書類を役場住民生活課生活環境係まで提出をお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【お問い合わせ先】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町役場住民生活課生活環境係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８２－１１１１（内線１２２）　Fax８２－１１０１

鹿
児
島
県
統
計
グ
ラ
フ

　
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

土
砂
災
害
防
止
に
関
す
る

　
　
　
　
作
品
募
集
中
！

飼い犬及び飼い猫の不妊・去勢手術費用一部助成開始のお知らせ
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かしこい消費者になる講座（その１１）
-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・

-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・
「クーリング・オフ」って知っていますか？

　契約してしまっても法律で定められた期間内であれば無条件で解約できる制度です。
ただし、期間が定められているため、早めに解除を通知することが大切です。

※クーリング・オフができる取引内容と期間
☆訪問販売（キャッチセールス，アポイントメントセールス）　８日間
☆電話勧誘販売　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８日間
☆特定継続的役務提供（エステティックサロン、学習塾など）　８日間
☆連鎖販売取引（マルチ商法）　　　　　　　　　　　　　　２０日間
☆業務提供誘引販売取引（内職商法、モニター商法）　　　　２０日間

※クーリング・オフができないもの

＊自分から依頼して来てもらい購入したもの
＊通信販売　　　　＊自動車や自動車リース
＊使用してしまった消耗品　　　　＊３千円未満のもの
＊葬儀、都市ガス、電気など

注意

★　クーリング・オフの方法は次回で・・・

徳之島町消費生活相談室　（役場3階または企画課） 消費者ホットライン

８２－１１１１（内線222） 0570－064－370

北原白秋先生のふるさと柳川であなたの詩を朗読してみませんか？

　詩をこよなく愛し、詩とともに生き、詩聖とあがめられ、国民的詩人として親しまれた北原白秋先生

の偉大なる業績と遺徳を偲ぶとともに、見たり聞いたり、感じたりしたことを自由詩に表現することに

よって、詩に対する理解と関心を高め、文化の興隆と生涯学習の振興に資するものです。

●　特選文部科学大臣賞及び福岡県知事賞の入賞者には、白秋詩碑苑で行う白秋祭において献詩を朗読
　　していただきます。【平成２３年１１月２日（水）】
●　表彰式への出席者には、予算の範囲内で旅費を支給します。
●　応募者は、作品に学校名、学年、氏名、フリガナ、学校所在地、連絡先を明記してください。
　　なお、応募者は自筆で書くこととします。代筆の場合はその理由を記入してください。
●　版権は、柳川教育委員会に帰属するものとし、応募された作品は返却いたしません。
●　詳しくは下記まで、お問い合わせください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【お問い合わせ先及び提出先】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柳川教育委員会　学校教育課　教務係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〒８３２－８５５５　福岡県柳川市三橋町正行４３１番地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０９４４－７３－８１１１　Fax０９４４－７７－８８６３

※字数、内容制限はありません。ただし、未発表の自作に限ります。

※Ｂ４版４００字詰原稿用紙を使用してください。（ただし、小学生低・中学年については

　学年に応じた作文用紙を使用してもかまいません。）

※応募点数は１人につき、２点まで

形　　式

応募部門

募集期間

審 査 員

表 彰 式

入　　賞

○小学生の部　○中学生の部　○高校生・一般の部

平成２３年８月１日（月）～平成２３年９月９日（金）必着

福岡県詩人会

日時　平成２３年１１月２日（水）午前１０時から
場所　白秋詩碑苑（福岡県柳川市矢留本町２６番地１）

特選　文部科学大臣賞　１名　福岡県知事賞　３名　他
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　建退共制度は、中小企業退職金共済法に基づき建設現場労働者の福祉の増進と建設業を営む中小企業
の振興を目的として設立された退職金制度です。
　この制度は、事業主の方々が、労働者の働いた日数に応じて掛金となる共済証紙を共済手帳に貼り、
その労働者が建設業界で働くことをやめたときに建退共から退職金を支払うという、いわば業界全体で
の退職金制度です。
　　　　　加入できる事業主：建設業を営む方
　　　　　対象となる労働者：建設業の現場で働く人
　　　　　掛金：日額３１０円
★特長
　◎国の制度なので安全、確実、申し込み手続きは簡単です。
　◎経営事項審査で加点評価の対象となります。
　◎掛金の一部を国が助成します。
　◎掛金は事業主負担となりますが、法人は損金、個人では必要経費として扱われ、税法上全額非課税
となります。
　◎事業主が変わっても退職金は企業間を通算して計算されます。

☆建退共から事業主の皆様へのお願い
　・共済証紙は、労働者の就労日数に応じて適正に貼付して下さい。
　・「建設業退職金共済手帳」を所持している労働者が建設業界を引退するときは、忘れずに退職金を
　　請求するよう指導して下さい。
　ホームページ「建退共」に、制度説明動画、Ｑ＆Ａなど建退共制度の知りたい情報が記載されていま
　す。ぜひ、アクセスしてご覧下さい！！

※詳しいことは、最寄りの建退共支部へお問い合わせください。

　　　　　　　　　　　　　　　【お問い合わせ先】建退共鹿児島支部　　０９９－２５７－９２１６

§建退共制度の特例措置のお知らせ§
　建退共では、地震等により災害救助法が適用された皆様に対し、各種手続きの特例措置を実施して
おります。

　佐賀県の佐賀市文化会館で5月26・27日の両日開かれた、

全国公立文化施設協会の研究大会で徳之島町文化会館の椛山

幸栄館長らが事例発表を行いました。積極的に自主事業に取

り組み補助事業を導入していることや、スタッフと関係者の

一丸となった努力で高い収支比率を保っていることを報告し

ました。

　同協会は全国2,180の公立文化施設が加盟し、大会の事例

発表には同館のほか岩手県と香川県の劇場とホールが推薦さ

れました。文化会館は、平成18年度から毎年10回以上の自主事業を実施し、平均収支比率94％で全国

トップクラスの実績を上げており、「効果的な予算運営と住民サービスの向上という使命が根付いて

いる」と高い評価を受け招待されました。

　椛山館長は「老朽化する施設維持のため、安全対策委員会を立ち上げる準備をしている。住民とのネ

ットワークを強め利用者を増やす努力をして行きたい」と話しました。

知っていますか？建退共制度

建退共 検索

全国大会で事例発表　＝徳之島町文化会館=

知っていますか？建退共制度
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　７月２４日でアナログ放送が終了し、地上デジタル放送へと移行しました。
　皆さんの家庭でもすでに地上デジタル放送をご覧になっているでしょうか？
　徳之島町内でも地上デジタル放送が観られないという難視地区が数か所あり、暫定的衛星セーフネッ
ト対策［ＳＮ対策］を実施しながら対策を進めているところです。
　現在でも地上デジタル放送が映らない所がありましたら、また新たな難視地区として
検討していかなければなりません。
　まずは、デジサポ鹿児島へお電話してください。

【お問い合わせ先】
デジサポ鹿児島　　０９９－８３３－２０２０

　先の東日本大震災など、いつ発生するか分からない大規模な地震から町民の皆様の生命・財産を守る

ために住宅や建築物の耐震化を促進する必要があります。

　特に平成７年に発生した阪神・淡路大震災では死者6,433人のうち約3／4が住宅・建築物の倒壊等の

ため亡くなっており、この時倒壊した住宅・建築物の多くは、昭和56年6月に施行された現行の新耐震

基準に適合していない住宅・建築物でした。

　このため、新耐震基準が施行される前の建築物の耐震化を促進することが重要な課題となっているこ

とから、本町では昨年度「徳之島町耐震改修促進計画」を策定しており、この支援事業として、（財）鹿

児島県住宅・建築総合センター（略称：住宅センター）が無料で耐震診断を行うことになりましたの

で、ご案内いたします。

【対象住宅の要件】

　１．一戸建ての木造住宅〔店舗等の用途を兼ねるもの（店舗等の用途に供する部分の床面積が延べ面

　　積の2分の1未満のもの）を含む〕

　２．昭和56年5月31日以前に建築（着工）されたものであること

　３．町内に立地し、現に人が住んでいること

【申し込みの対象者】

　　住宅の所有者に限ります（なお、対象住宅に借家人が居住している場合は、当該借家人の同意を得

　てください）

【申込期間】

　　平成23年8月10日～平成23年9月30日

【申し込みの方法】

　　申込書などの書類を提出していただきますが、事前に対象となる住宅に該当するか確認しますの

　で、まずは徳之島町建設課（82－1111内線253）へご連絡ください。

【その他、注意事項など】

　○募集予定棟数は5棟です。（申込者多数の場合は抽選となります。）

　○図面がない場合などは、調査員が住宅にお伺いして調査を行うことがあります。

　○申し込み以降の連絡（抽選結果通知、現地調査連絡、耐震診断結果通知など）は住宅センターから

　　申込者に直接行われます。

　○耐震診断に係る費用は無料ですが、仮に「耐震性なし」と判断され改修工事を希望される場合は申

　　請者の負担で設計事務所・建設会社へ発注してください。（町及び住宅センターは改修工事に関与

　　いたしません。）

【お問い合せ先】徳之島町建設課　　82－1111（内線253）

【事業実施主体】財団法人鹿児島県住宅・建築総合センター（※住宅・建築に関する公益法人です）

　　　　　　　　〒892－0838　鹿児島市新屋敷町16番228号

　　　　　　　　　099－224－4539　Fax099－226－3963　http://www.kjc.or.jp/

『無料』耐震診断を実施します

地デジの現状と今後の対策について
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子どもたちの健やかな成長を願って、　めざせ１５１５歯っぴいライフ！！
　6月は歯の衛生週間と食育週間でした。町内の保育所、幼稚園において歯っぴいレ
ンジャー隊と一緒に、むし歯予防教室を行ったり、食生活改善推進員の方たちとお
やつ作り教室を行いましたので、その様子をご紹介します。

　自慢のお子さまを本誌に載せてみませんか？

　満１歳のお子さまの写真を裏表紙にカラーで掲載します。

　お子さまの名前（ふりがな）、生年月日、両親の名前、簡単なＰＲ、住所、電話番号を明記の

上、写真を同封して役場企画課まで封書でお送りください。持ち込み、メールでの受付もしていま

す。

　なお、応募は徳之島町にお住まいの方に限ります。また、誌面の都合上、掲載が遅れたり、掲載

出来ない場合もありますのでご了承ください。

【お問い合わせ先】町役場企画課　　８２－１１１１（内線２２２）

　　　　　　　　　メールアドレスkikaku2@tokunoshima-town.org

【地域ぐるみ歯科保健対策推進協議会】 Ｎo.１４ 1515歯っぴいレンジャー

亀津幼稚園の保護者参観
にお邪魔しました。
お父さん、お母さん達と一
緒に園児の皆さんも真剣
に聞いてくれましたよ。

親子教室及びにこにこキッズ
（亀津学童）では食改さんと管
理栄養士さんと一緒におやつ
作りを体験しました

我が家のアイドル募集！！

い   こ  い   こ   は

親子教室で作った卵ボーロの作
り方をご紹介します。ご家庭で作
ってみてはいかがでしょう・・・

卵ボーロの作り方

＜材料＞約１２０個分

卵　　　　　　　１個（約５５ｇ）

上白糖　　　　　１２５ｇ

スキムミルク　　３８ｇ

片栗粉　　　　　２５０ｇ

（作り方）

①　ボールに卵を割りほぐし、砂糖と

　　スキムミルクを加えて、泡立て器

　　でよく混ぜる。

②　もったりとしたら、片栗粉を入れ

　　ゴムベラでさっくりと混ぜる。ラ

　　ップをして３０分ほど休ませる。

③　②を直径１㎝ほどに丸めキッチン

　　ペーパーを敷いた上に並べ130℃

　　のオーブンで20分ほど焼く。

８月の歯科相談日
　８月２５日（木）　保健センターにて　受付13：30～14：00 
対象；　・妊婦さん、幼児、一般の方
　　　　　　・3か月以上歯科健診・フッ素塗布を受けていない方
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徳之島町の現勢

面　積  104.87ｋ㎡

人　口  12,015人

　男　　 5,908人

　女 　  6,107人

世帯数   5,270戸

平成23年７月1日現在

日本島嶼学会徳之島大会開催のご案内
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